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　親カテーテルに、子カテーテル、孫カテーテルを重ねて使用するtriple coaxial systemは、超選択的IVRに有用と思

われる。しかし、コイル塞栓術においては、孫カテーテルの内腔は、当然、通常の子カテーテルより狭いため、使用でき

るコイルは限られている。さらに、超選択的であればあるほど、コイルが通過しなければならない経路は、長く、蛇行し

ている。よって、使用するコイルは、孫カテーテルに“入る”だけなく、“孫カテーテル内をスムーズに進む”コイルでなく

てはならない。当院では、数年前よりtriple coaxial systemを用いた超選択的コイル塞栓術においては、1次コイル径

が0.010 inchのTarget® Detachable Coilsを主に使用してきた。このコイルは狭い孫カテーテル内をスムーズに進み、

マイクロカテーテルのキックバックも生じにくいため、非常に使いやすいことがその使用理由である。しかし、コイルの

ボリュームは0.010inchであるため小さく、時に十分な塞栓効果を得る上では多くのコイルが必要となってしてしまうこ

とが問題であった。一方、最近登場したTarget XL Miniは、孫カテーテルに挿入可能でありながら、孫カテーテル内をス

ムーズに進む特徴を維持しつつ、1次コイル径が0.014 inchと太く十分なボリュームを有し、この問題を解決できるコイル

と思われる。今回は、triple coaxial systemおよびTarget XL Miniを用いて治療した下部消化管出血の1例を報告する。
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80歳台　女性
下血、腹痛にて来院された。1年前に上行結腸憩室からの出血
に対してコイル塞栓術の既往がある。造影CTにて、S状結腸
の憩室内にextravasationが認められた（Fig.1）。前回の上行

結腸憩室からの出血に対しては、内視鏡治療が試みられたが
難渋し、結果としてコイル塞栓術となったため、今回は、最初
からコイル塞栓術を施行することとなった。

左大腿動脈に4Fシースを挿入し、4Fコブラ型カテーテル（C2：
テルモクリニカルサプライ）にて下腸間膜動脈を選択した
（Fig.2A）。下腸間膜動脈の本幹造影では、extravasationは
認められなかったが、術前のCT画像を参照し、子カテーテル
を2.7Fマイクロカテーテル（Sniper2high-flow：テルモクリニ
カルサプライ）、および孫カテーテルを1.6Fマイクロカテーテ
ル（MARVEL：東海メディカルプロダクツ）としtriple coaxial 
systemにて分枝を選択した。2.7Fマイクロカテーテルからの

造影にて、extravasationが確認されたため（Fig.2B）、さら
に、カテーテルを末梢まで進めた（Fig.2C）。1.6Fマイクロカ
テーテルをextravasation直前まで進め（Fig.2D）、Target 
XL Mini 2mm×3cmを1本、留置した。非常に細い分枝まで
到達していたため、コイルは伸びて留置されたが、造影の結
果、1本で良好な止血が確認された（Fig.2E）。術後、再出血
なく退院され、現在も経過良好である。

症例

手技

Fig.1： 術前 CT
 （A） S状結腸の憩室内に extravasationが認められる（矢印）。
 （B） 責任血管は下腸間膜動脈と考えられた（小矢印）。右総腸骨動脈は大きく蛇行していたため（大

矢印）、アプローチは左大腿動脈を選択した。

Fig.2： コイル塞栓術
 （A） 下腸間膜動脈の本幹造影では、extravasationは描出されなかった。
 （B） 術前 CTを参考に、triple coaxial（2.7F : 大矢印、1.6F：小矢印）にて分枝を選択し、2.7F マイクロカテーテルから

造影すると、extravasationが描出された（矢頭）。
 （C） さらに末梢まで 1.6Fマイクロカテーテルを進め（矢印）、extravasationを確認した（矢頭）。
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Triple coaxial systemでは、子カテーテル（ハイフロータイプ
のマイクロカテーテル）が、孫カテーテルに追従して、かなり
奥まで進めることが出来るため、末梢領域においても明瞭な
血管造影を施行することができる。また、子カテーテルで十分
なバックアップがとれるため、孫カテーテルをより抹消側の目
的部位に到達させることができる。この2点がtriple coaxial 
systemの大きな利点と考えられる。本症例においても、末梢
での良好な血管造影にてextravasationを同定し、子カテーテ
ルのバックアップにより、容易に孫カテーテルを出血点まで到
達させることができた。
コイルは、今回はTarget XL Miniを使用したが、孫カテーテル
内のコイルデリバリーは非常にスムーズであり、また、細血管

を塞栓するうえで十分なコイルの柔軟性も備えており、マイク
ロカテーテルのキックバックも生じなかった。さらに、その十
分なボリュームにより止血に要したコイルは1本のみであった。
我々の経験では、triple coaxial systemを用いた下部消化管
出血へのコイル塞栓術において、コイル1本のみで止血に成功
したことは少ない。1年前に、同患者において、上行結腸の憩室
出血に対してコイル塞栓術を施行したが、当時は0.010inchの
Target Detachable Coilsを使用していたため、止血までに3
本を要した（Fig.3）。これらのことから、X線被爆量を軽減す
るためにも、その手技時間の短縮やコストを軽減する観点か
ら、Target XL Miniは有用なコイルであると考える。
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Fig.2： コイル塞栓術
 （D）2.7Fマイクロカテーテルがバックアップとなり、extravasationの直前まで 1.6Fマ

イクロカテーテルを進めることができたため（2.7F : 大矢印、1.6F：小矢印）、コイ
ル塞栓術を開始した。

 （E）Target XL Mini (0.014inch) 2mm× 3cm　1本にて良好な止血が得られた。

Fig.3： 同患者の上行結腸憩室からの出血に対するコイル塞栓術（1年前）
 （A） 上腸間膜動脈の分枝の末梢に、extravasationが認められた（矢印）。
 （B） Target Detachable Coils (0.010inch) 1.5mm-2cmを 1本留置したところである。まだ、extravasationが残存している（矢印）。
 （C） 同コイルを 2本追加し、ようやく止血が得られた。
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Triple coaxial systemを用いた超選択的コイル塞栓術では、
ボリュームのあるコイルの使用は難しく、コイルの本数が増え
て高コストになるのが課題であったが、Target XL Miniの登
場により、“超選択”と、“ボリュームのあるコイルの使用”の
両立が可能となり効率的なコイル塞栓術が可能となった。今
後の超選択的コイル塞栓術において、非常に有用なデバイス
と考えられる。
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